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2025年 3月期第 2四半期（中間期）の連結業績予想と 

実績値との差異等のお知らせ 

 

 2024 年５月 13 日に公表いたしました 2025 年３月期 第２四半期（中間期）業績予想と、本日公表の実績

数値に差異が生じましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記  

 

１．2025 年 3 月期第 2 四半期(中間期)の業績予想と実績値の差異（2024 年 4 月 1日～2024 年 9 月 30 日） 

連結業績予想数値との差異                            (単位：百万円) 

 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する中間純利益 

1 株当たり 

中間純利益 

前回発表予想(A) 13,000 250 200 100 6 円 36 銭 

実績値(B) 13,713 427 403 512 32 円 59 銭 

増減額 (B-A) 713 177 203 412 ― 

増減率 (％) 5.5％ 70.8％ 101.5％ 412.0％ ― 

(ご参考) 前期実

績(2024 年３月期 

第２四半期累計 

（中間期）） 

13,063 △409 △421 △253 △16 円 62 銭 

 

２．差異の理由等 

当第２四半期（中間期）の連結業績につきましては、当社グループ方針「外食の原点である魅力ある商品

作りとＱＳＣの向上」に基づき事業運営を行って参りました。「魅力ある商品作り」においては、毎月期間

限定商品を販売しＳＮＳ等を用いたデジタルマーケティングによりお客様へ来店訴求を行いました。「ＱＳ

Ｃの向上」については、本部及びエリアマネジャーによる細部にわたる指導を行い、お客様の満足度を高め

る取り組みを行いました。 

以上の取り組みにより、当第２四半期（中間期）連結業績が公表予想を上回ることとなりました。 

 

 



 

 

親会社株主に帰属する中間純利益は、当第２四半期（中間期）連結業績が公表予想を上回ったことにより

繰延税金資産の計上を行うと共に、法人税等調整額を△231 百万円を計上したことにより税金費用が減少し

たため中間純利益が増加しました。 

 

なお、2025 年３月期通期業績見通しにつきましては、本日公表「非連結決算への移行及び 2025 年３月期

個別業績予想修正に関するお知らせ」をご覧ください。 

 

以 上 


